
























５ 2007 「JSL カリキュラム」中学校編開発























 Japanese language education for children, guidance on taking out, subject instruction, 
 citizenship education, multicultural multilingual



















を論じるものである（恒吉1996; 太田 2000; 志水・































































の問題を論じるものである（ex．縫部 1995; 岡崎 
1997; 佐藤・斎藤・高木 2005; 川上 2006）。その後、
JSL教育では、Cummins１（1980）の議論を踏まえ
１  Cummins（1991）が、サブマージョン環境にある少数言語児童による第二言語の習得を、CALP（Cognative 

































































































































小学校 73 23 36 11 721 117 200 45
中学校 12 8 2 2 373 66 114 18










































小学校 中学校 小学校 中学校

































小学校 39 22 24 13 732 171 48 210
中学校 5 5 4 4 433 102 24 107
合計 44 27 28 17 1165 　 273 72 317
平成25
年度
小学校 52 22 19 9 673 180 48 232
中学校 15 9 7 4 420 75 29 90
合計 67 31 26 13 1093 　 255 77 322
平成26
年度
小学校 46 23 25 14 660 113 153 38 199
中学校 18 10 4 3 434 65 100 23 118
合計 64 33 29 17 1094 178 253 61 317
平成27
年度
小学校 48 21 27 11 664 112 192 42 240
中学校 18 6 0 0 413 62 106 20 124
合計 66 27 27 11 1077 174 298 62 364
平成28
年度
小学校 73 23 36 11 721 117 200 45 273
中学校 12 8 2 2 373 66 114 18 126
























校 84 31 18 5 14 6 2 40 200
中学
校 47 26 8 2 13 4 1 13 114
合　




























係わる JSL教室 日本語指導支援者派遣事業支援ボランティア 日本語教室支援













































































2013年度：73校 2013年度：52校 2013年度：7校 2013年度：６校
2014年度：64校 2014年度：52校 2014年度：7校 2014年度：６校
2015年度：64校 2015年度：49校 2015年度：7校 2015年度：６校
実績・
派遣回数
2013年度：3,133回 2013年度：800回 2013年度：245回程度 2013年度：597回 2013年度：548回
2014年度：2,831回 2014年度：806回 2014年度：245回程度 2014年度：543回 2014年度：723回
2015年度：2,820回 2015年度：839回 2015年度：216回 2015年度：543回 2015年度：724回

















































































































本庄小 13 スペイン語 こうべ子どもにこにこ会
本山












真陽小 26 ベトナム語 京都大学大学院生














2013年 2014年 2015年 2016年 2017年
小学部 213 228 330 372 414
中学部 110 135 158 149 220































































































































































































































































































Cummins, J. （1980） “The entry and exit fallacy 
in bilingual education.” NABE Journal, 4, 25-
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